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　介護職員も一定の研修を修了することで、「医療的ケア」として一定の条件のもと、経管栄
養の実施が可能となった。また介護福祉士養成教育においても「領域　医療的ケア」として、
養成教育のカリキュラムの中に組み込まれるようになった。特別養護老人ホームなどの高齢
者施設で経管栄養を実施する利用者は少なくない。一般的に、経管栄養を実施する前後は、
ベッド上でギャッチアップした姿勢を余儀なくされる。ときに、誤嚥や窒息防止の目的で、側
臥位の状態でギャッチアップされている利用者もよく見かける。しかし、このような不自然な
姿勢を長時間とることで、高齢者の緊張が高まり、拘縮や変形を引き起こす危険性が高い。
　そこで、経管栄養を安全に安楽に実施するためには、ベッド上での姿勢、ポジショニングの
方法について検討する必要がある。ポジショニング専用のクッションを活用し、どの職員でも
再現可能なポジショニングの方法について調査、研究している。

ポジショニングのためのクッションやその当て方の検討だけでなく、経
管栄養剤の選択、注入方法、についても検討しています。
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